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特別号

市政だより

10月23日の催し

�10/23�震災から1年、合同追悼式を開催

�11/  6�長岡市地震防災訓練を実施（青葉台地区）

� 10�中山間地型復興モデル住宅説明会を開催

�12/10�御山町、濁沢町の一部、浦瀬町の一部の避難勧告を解除

� 17�小国地域の法末地区で法末自然の家やまびこが再開

� 28�高町、乙吉町の避難勧告を解除

�1/ 1�和島村、寺泊町、栃尾市、与板町と合併

� 15�山古志地域の虫亀地区で２年ぶりにさいの神を開催

�2/11�滝谷町、渡沢町の一部の避難勧告を解除

� 28�越路地域西谷地区の一部の避難勧告を解除

�4/14�上除町で復興住宅の鍵を引き渡し

� 20�小国地域で復興住宅の鍵を引き渡し

� 24�森市長が小千谷市長、川口町長と災害メモリアル拠点

整備に関する要望を泉田知事に提出

� 25�浦瀬町、渡沢町、越路地域西谷地区の一部の避難勧告

を解除

� 29�小国地域の山野田地区で芸術村会館が再開

�5/ 8�山古志会館内に山古志支所移転準備事務所を開設

�7/  4�山古志地域の虫亀診療所が再開

� 6�山古志地域の種苧原診療所が再開

� 7�山古志地域の梶金集落に送電再開

� 14�山古志地域の大久保集落に送電再開

� 14�民間企業等の７団体と災害時支援協定を締結

� 22�中越市民防災安全大学が開校　

�8/2､3�長岡まつり大花火大会で、10羽のフェニックスが夜空

を舞う

� 12�濁沢町、越路地域の西谷地区の避難勧告と、山古志地

域の油夫集落の避難指示を解除

� 17�山古志地域の竹沢保育園が再開

� 26�越路地域の国重要文化財長谷川邸復旧工事を一般公開

� 28�越路中学校が本校舎で授業を再開

� 30�村松町の避難勧告を解除

�9/  1�山古志支所を開設、歯科診療所が再開

� 1�中山間地の復興を支援する「山の暮らし再生推進室」

を新設 

� 1�太田小・中学校が現地で授業再開

� 3�国道291号全線開通

� 5�（社）中越防災安全推進機構を設立

� 6�山古志診療所が再開

� 17�牛の角突きを山古志地域の池谷闘牛場で開催

�10/   1�中越復興フェニックスマラソン＆ウオークを開催　

� 2�小国中学校が本校舎で授業再開　

� 23�中越大震災から２年。合同追悼式などを開催（予定）
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復旧から復興へ この１年のあゆみ復旧から復興へ この１年のあゆみ

▲中越市民防災安全大学が開校
（市民センター・7月22日)

▲小国芸術村会館再オープン
（山野田集落・４月29日）

▲復興祈願花火フェニックスが打ち上げられた長岡まつり大花火大会（信濃川
河川敷・８月２・３日）

▲約２年ぶりに山古志で開催された闘牛大会
（池谷闘牛場・9月17日）

▲山古志支所が開設。本格的な
復興に弾み（山古志支所前広場
・9月1日）

▲耐震補強された本校舎で授業
再開（越路中学校・８月28日）

▲復興メモリアルのダルマが
登場（太田地区・９月24日）

▲沿道からの温かい声援を受け、開通した
国道291号を疾走（フェニックスマラソン
・10月1日）

▲十八番「連獅子」で被災者を勇気づける中村勘三郎
さん（市立劇場・平成17年10月27日）

　
中
越
地
方
の
中
山
間
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
中
越
大
震
災
。
全
市

を
挙
げ
た
復
興
の
取
り
組
み
も
、
い
よ

い
よ
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
春
先
に
完
成
を
み
た
り
災
者
公
営
住

宅
で
は
入
居
さ
れ
た
方
々
の
新
し
い
く

ら
し
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集

団
移
転
団
地
で
は
住
宅
新
築
の
槌
音
が

響
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
仮
設
住
宅
で
三
度
目

の
冬
を
迎
え
る
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
あ
り
、
解
決
す
べ

き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
長
岡
市
で
は
、
す

べ
て
の
人
が
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
震
災
か
ら
の
二
年
間
、
被
災
地
域
の

地
す
べ
り
対
策
や
道
路
、
河
川
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
、
学
校
や
保
育
園
な

ど
の
施
設
復
旧
に
、
生
活
再
建
支
援
に

と
、
市
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
棚
田
や
養
鯉
池
な
ど
中
山

間
地
の
生
産
基
盤
の
復
旧
も
大
詰
め
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
山
河
は
い
た
る
と
こ
ろ

震
災
の
爪
あ
と
を
残
し
な
が
ら
も
、
く

ら
し
や
「
生
業
」
の
舞
台
と
し
て
、
そ

の
復
旧
を
実
感
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
長
岡
市
は
、
復
興
を
応
援

し
支
援
し
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
方
々

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
の
出
合
い
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
実
り
あ
る
交
流
は
今
、

市
民
や
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
か
た
ち
を

と
り
な
が
ら
、
復
興
を
支
え
る
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
三
年
目
を
迎
え
る
「
創
造
的
復
旧
」
。

そ
の
歩
み
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
の

交
流
に
支
え
ら
れ
、
く
ら
し
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
と
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
さ
あ
皆
さ
ん
元
気

を
出
し
て
。
合
言
葉
は
「
交
流
」
で
す
。

 

　
長 

岡 

市 

長

明
日
に
続
く
ふ
る
さ
と
再
生
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
言
葉
は
「
交
流
」
で
す

■
新
潟
県
中
越
大
震
災

　
　
　
　
　
　
二
周
年
合
同
追
悼
式

　
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

冥
福
を
祈
り
、
献
花
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

時
間
＝
午
前

10
時
～
11
時

会
場
＝
市
立

劇
場
　
　
企

画
課
℡
39
・

２
２
０
４

■
復
興
の
灯
り

　
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
を
追
悼
す

る
と
と
も
に
、
復

興
へ
の
決
意
を
表

す
ろ
う
そ
く
千
本

が
点
灯
し
ま
す
（
地
震
発
生
時
刻
の

午
後
５
時
56
分
に
、
大
手
通
り
十
字

路
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
４
本
）
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
点
灯
）
。

時
間
＝
午
後
３
時
～
７
時
　
会
場
＝

大
手
通
り
　
　
ま
ち
な
か
・
考
房
℡

36
・
３
２
４
０

▲昨年の合同追悼式（小千谷市）

▲昨年の復興の集いで
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▲仮設住宅の除雪作業(栃尾
地域の北荷頃・２月18日）

～～

2005年（平成17年)

2006年（平成18年)

古紙配合率70％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています

問

問

里
山
に
笑
顔
ふ
た
た
び

ふ
る
さ
と
の
元
気
が

ま
ち
の
明
日
を
つ
く
り
ま
す

里
山
に
笑
顔
ふ
た
た
び

ふ
る
さ
と
の
元
気
が

ま
ち
の
明
日
を
つ
く
り
ま
す

震度７の大地震は

かけがえのないものを奪いました。

あれから２年

ふるさとを愛する思い、人と人との絆

人々の交流に支えられて

ふるさとは再生します。

震度７の大地震は

かけがえのないものを奪いました。

あれから２年

ふるさとを愛する思い、人と人との絆

人々の交流に支えられて

ふるさとは再生します。

つ
ち



　
中
山
間
地
の
復
興
は
、
現
在
、
道
路

や
棚
田
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
段
階

か
ら
、地
場
産
業
へ
の
再
生
、地
域
文
化

の
再
生
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
い
う
「
創
造
的
復

旧
」
の
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
中
山
間
地
で
は
、
民
間
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
多
様
な
事
業
主
体
が
復
興
に

向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市

は
山
の
暮
ら
し
再
生
推
進
室
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
山
間
地
の
創

造
的
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
長
岡
！

復
興
応
援

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

震
災
以
来
、
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

田中　　健さん（俳優）

西山　茉希さん（モデル）

　
全
村
避
難
し
た
山
古
志
地
域
で
は
今

年
に
入
っ
て
復
旧
工
事
が
進
み
、
六
百

九
十
世
帯
の
う
ち
二
百
十
二
世
帯
が
山

古
志
で
生
活
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
梶
金
、
木
籠
、
大
久
保
、

池
谷
、
楢
木
の
五
集
落
は
今
も
避
難
指

示
が
出
さ
れ
た
ま
ま
で
、
約
四
百
世
帯

が
仮
設
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

また平和な村で

暮らしたい

山古志地域・関　幸作さん

「絆」を次の

世代に引き継ぐ

高町・矢野一紀さん

この地で米を

つくり続けたい

栃尾地域・山内喜一さん

この地に

住み続ける

越路地域・大塚俊男さん

地震の経験を

バネに新たな挑戦

小国地域・大橋昭司さん

中
山
間
地
の
復
興
に
向
け
、
「
山

の
暮
ら
し
再
生
推
進
室
」
を
新
設

絆
人と人との絆。
地域を愛する心。
一人ひとりの思いで
元気な長岡が戻ります。

復
旧
工
事
が
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す

　道路は、市内のいた

るところで隆起や陥没、

土砂崩れで寸断される

など無数の被害を受け

ました。

　国・県道は約８割、

市道は約５割の復旧を

完了し、残りの工事を

全力で進めています。

　液状化現象による管

きょの浮上やマンホー

ルの隆起が多発したた

め、液状化に強い改良

土を使って復旧を進め

ました。

　今年度内に全地域で

の工事を終えて、復旧

が完了します。

　大きな被害を受けた

太田小・中学校、越路

中学校、小国中学校な

どで復旧工事が完了。

仮設校舎などから子ど

もたちが、学校に戻っ

ています。残る山古志

小・中学校は10月30日

に現地で再開予定です。

　被災した約860haの

うち、山古志地域、栃

尾地域を除くすべての

地域で復旧工事が終了

しました。

　残りの約26haは農

地までの進入が可能と

なり次第、着工します。

　市は、7･13水害と中越大震

災の復旧･復興経費として平成

16～18年度の３年間で、1,069

億円を予算措置しました。内訳

は、道路や農地などの復旧費に

571億円、被災者生活再建支援

金など関連経費に498億円です。

　財源は、国･県の補助制度を

活用したことにより、市税など

の一般財源の持ち出しは、全体

の１割程度にとどめることがで

きました（下表）。

道　路97％ 89％ 59％下水道施設

▲山古志小・中学校の
新校舎

学　校農　地仮設住宅の入居世帯数

▲地震で崖が崩落した西谷地

区 （平成16年11月） ▲復旧工事中の国道291号（東竹沢地区
・平成17年7月）

▲全線開通した国道291号（平成18年9月）

▲崩落した斜面を覆うコンクリート。写真左

の集団移転団地では、住宅の建設がピークを

迎えています（平成18年9月）

▲「人の人との交流・信頼関係が
大切」と、ＮＰＯのメンバーととも
に米作りをする大橋さん (写真右）

復旧･復興経費に1,069億円を計上
市税などの持ち出しは約1割

　２年前、私

はまだ長岡に

住んでいて、

震災を経験し

ました。今で

もあの恐怖は

忘れられませ

ん。

　大変な思い

で生活してい

る人がまだたくさんいらっしゃると

思いますが、新潟人の温かさを忘れ

ず、素敵なまちをつくっていけるよ

う応援しています。私も皆さんに元

気や勇気をお届けできるように、笑

顔で頑張ります。

　月日の流れは

早いもので、震

災から２年の月

日が経過しまし

た。私も微力な

がら、全国のコ

ンサート会場に

て義援募金活動

をさせて頂きま

したが、しっかりと前を見据えて復

興へと立ち向かう中越の皆さんの姿

に、逆にパワーを頂いているような

気持ちです。

　私の歌を通して少しでもお役に立

てるよう、これからも長岡の皆さん

と共に頑張って参ります。

小林　幸子さん（歌手）

　昨年の10月、

公演で伺わせて

いただいた折、

お客様の拍手が

とても温かく、

逆に元気と勇気

をいただきまし

た。

　被災された

方々は今はまだ苦しいと思いますが、

どうか頑張ってください。大好きな

長岡を、これからも応援し続けます。

十八代目　中村勘三郎さん

　数年前、テレ

ビ番組のロケ地

として訪れた山

古志で、棚田の

美しさと村の人

の笑顔に癒され

ました。昨年、

その時に知り合

ったおじいちゃ

んを仮設住宅に訪ね、一緒に山に入

って草刈りや野菜の種まきをしまし

た。「ケンさん、種まきからから始

めるよ」といって笑った美しい笑顔

が忘れられません。

　また、美しい山古志と再会できる

日を楽しみにしています。

国・県支出金�552億円(51.6%)
市債� 219億円(20.5%）
その他� 164億円(15.4%）
一般財源� 134億円(12.5%）

1,069億円の財源内訳

▲米づくりの喜びを話す山内喜一・
ヨキさん夫妻

▲復興を祝い桜の植樹
をする子どもたち

　
越
路
地
域
の
西
谷
地
区
で
は
、
崖
の

崩
落
や
地
割
れ
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、

約
百
五
十
世
帯
の
う
ち
、
十
三
世
帯
が

国
の
防
災
集
団
移
転
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

　
地
区
内
に
建
て
ら
れ
た
仮
設
住
宅
に

は
今
も
二
十
四
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま

す
。
崖
の
崩
落
防
止
工
事
が
進
み
、
安

全
性
が
確
保
さ
れ
た
た
め
、
八
月
十
二

日
に
避
難
勧
告
を
解
除
。
現
在
、
集
団

移
転
団
地
で
は
住
宅
の
建
設
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

在
、
家
族
六
人
で
仮
設
住
宅
に

暮
ら
す
大
塚
俊
男
さ
ん
は
、
西

谷
地
区
に
集
団
移
転
を
決
め
た

ひ
と
り
。
「
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
地
区

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い
ま

し
た
が
、
自
分
は
こ
の
地
区
に
住
み
続

け
た
い
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
こ
こ
で

育
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
地
域
へ
の
思

い
を
語
り
ま
す
。

　
新
し
い
家
が
、
年
内
に
は
完
成
す
る

大
塚
さ
ん
。
「
三
年
ぶ
り
に
、
新
年
を

自
分
の
家
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。
同
じ
西
谷
地
内
と

い
っ
て
も
、
新
し
い
場
所
で
の
生
活
。

不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
人
と
一

緒
に
良
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
新
し
い
生
活
に
向
け
て
の
決
意
を
語

り
ま
す
。 

現

「
崩

　
栃
尾
地
域
の
田
代
集
落
は
、
山
古
志

地
域
と
魚
沼
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

震
源
地
に
近
い
た
め
被
害
も
大
き
く
、

道
路
は
寸
断
さ
れ
、
住
民
は
山
古
志
地

域
の
種
苧
原
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

長
岡
市
内
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
今
も
崩
落
し
た
土
砂
が
田
ん
ぼ
の
一

部
に
残
る
な
か
で
、
二
世
帯
が
集
落
に

戻
り
、
自
慢
の
米
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ち
づ
く
り
な
ど
を
し
な
が
ら
農

業
を
続
け
る
山
内
喜
一
さ
ん
。

地
震
後
、
一
日
も
早
く
田
ん
ぼ

を
直
し
た
い
と
、
崩
れ
た
県
道
を
一
時

間
以
上
歩
い
て
集
落
に
通
い
、
補
修
作

業
を
続
け
ま
し
た
。
「
一
年
目
で
直
せ

た
の
は
、
わ
ず
か
二
割
程
度
。
そ
れ
で

も
田
ん
ぼ
が
あ
れ
ば
、
米
づ
く
り
の
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
に

い
る
と
気
持
ち
が
落
ち
着
く
ん
で
す
よ
」

と
去
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
山
の
湧
き
水
と
土
壌
の
良
さ
か
ら
人

気
が
あ
る
『
田
代
の
米
』
。
山
内
さ
ん

の
米
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
大
勢

い
ま
す
。
「
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る

こ
と
は
大
き
な
励
み
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、

以
前
の
収
穫
量
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、

心
配
し
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の
た
め
に

も
こ
こ
で
お
い
し
い
米
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
米
作
り
へ
熱
い
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

も

　市内21カ所に建設された仮設住宅。ピーク

時には1,595世帯、5,099

人が入居していましたが、

現在は避難指示が続く山

古志地域の一部の人など

986世帯、3,107人が生活

しています。

1,595世帯
（ピーク時）

986世帯
（10月1日現在）

金
地
区
で
養
鯉
業
を
営
む
関
幸

作
さ
ん
は
、
「
国
道
二
九
一
号

の
全
線
開
通
は
山
古
志
の
人
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
山
古
志
の

暮
ら
し
の
話
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
山
古
志
に
帰
る
の
は
第
一

歩
。
養
鯉
池
や
田
ん
ぼ
の
直
し
が
必
要

で
す
。
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
今
の
心
境
を
語
り
ま
す
。

　
地
震
発
生
の
翌
日
、
小
千
谷
か
ら
六

時
間
も
歩
い
て
よ
う
や
く
見
た
も
の
は
、

変
わ
り
果
て
た
自
宅
や
苦
し
そ

う
な
鯉
で
し
た
。
で
も
そ
れ
を

悲
し
ん
で
い
る
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
所

に
移
る
ま
で
の
三
日
間

は
た
だ
た
だ
生
き
つ
づ

け
る
た
め
無
我
夢
中
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
二

年
は
あ
っ
と
い
う
間
。

で
も
、
と
て
も
長
か
っ

た
。
そ
し
て
苦
し
い
時

間
で
し
た
。
早
く
戻
り

た
い
。
そ
の
気
持
ち
は

ず
っ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
」

　
来
年
に
は
、
梶
金
地

区
の
二
十
八
世
帯
の
う
ち
二
十
二
世
帯

が
山
古
志
に
戻
り
ま
す
。

「
事
情
は
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
も
、
み
ん

な
が
地
震
の
被
害
者
。
譲
り
合
っ
て
、

笑
顔
で
『
い
か
っ
た
な
』
と
言
っ
て
村

に
帰
り
た
い
。
以
前
の
よ
う
に
平
和
な

村
に
戻
っ
た
ら
、
ま
た
、
自
慢
の
鯉
『
白

写
り
』
を
育
て
た
い
ね
」
と
目
を
細
め

ま
す
。

梶

（歌舞伎俳優）

平原　綾香さん（歌手）

　昨年の長岡ま

つりの花火大会

では、心を込め

て「Jupiter」

を歌わせていた

だきました。夜

空に輝く不死鳥

フェニックスを

目の当たりにし

て、復興のためにみんなで手を取り

合って努力されている事を思うと、

自然と涙が出てきました。困難に負

けない心の強さを感じていました。

応援しています。頑張ってください。

ま き

か
じ
が
ね

い
け
だ
に

こ

ご
も

な
ら
の
き

　地震の後、長

岡に伺った時は、

自分に何ができ

るのかわかりま

せんでした。お

米づくりなら子

どもや孫の代ま

で伝わり、生活

の糧にもなるん

じゃないかと思って仲間と一緒に田

植や稲刈りなどお手伝いをさせてい

ただきました。

　「災い転じて福となる」よう、頑

張っていきましょう。これからも復

興を応援します。

中尾　ミエさん（歌手）

　
長
岡
地
域
の
高
町
は
、
道
路
が
崩
落

し
住
宅
も
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二

年
。
高
町
で
は
地
震
の
経
験
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

は
結
ば
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

引
き
継
が
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
う

語
る
の
は
、
高
町
三
・
四
丁
目
で
町
内

会
長
を
務
め
る
矢
野
一
紀
さ
ん
で
す
。

復
旧
か
ら
復
興
へ
、
力
強
く
歩
む
原
動

力
は
地
域
の
力
。
つ
ら
く
苦
し
い

時
期
を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
地
域

の
絆
は
、
以
前
よ
り
ず
っ
と
強
く

な
っ
た
と
矢
野
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
八
月
に
は
、
地
域
の
み
ん
な
で

支
援
へ
の
感
謝
と
復
興
を
祝
う
復

興
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
桜
の
苗
木
が

子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
公
園

内
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
将
来
彼
ら
は
、
こ
の
桜
の
木
の
下
で
、

彼
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
、
苦
し
か
っ
た

震
災
の
経
験
と
地
域
の
人
た
ち
の
頑
張

り
を
語
っ
て
聴
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
絆
は
次
の
世
代
に
引

き
継
が
れ
ま
す
」

「
絆

　
十
年
以
上
前
か
ら
、
中
山
間
地
の
魅

力
を
生
か
し
て
都
市
と
の
交
流
を
続
け

て
き
た
法
末
集
落
。
地
震
に
よ
り
山
や

道
路
は
崩
落
し
、
一
時
、
全
五
十
四
世

帯
が
法
末
の
地
を
離
れ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
二
年
。
集
落
の
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

れ
た
山
を
見
た
時
、
も
う

こ
こ
に
は
戻
れ
な
い
と
思

っ
た
」
と
大
橋
昭
司
さ
ん

は
、
当
時
の
思
い
を
打
ち
明
け
ま
す
。

　
高
齢
者
が
多
く
、
集
落
で
の
今
後
の

生
活
に
不
安
を
持
つ
人
が
大
勢
い
ま
し

た
。
大
橋
さ
ん
た
ち
は
、
住
民
の
気
持

ち
が
集
落
を
離
れ
る
前
に
、
何
か
し
な

け
れ
ば
と
考
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
と
も

に
震
災
直
後
か
ら
新
し
い
集
落
づ
く
り

に
挑
み
ま
し
た
。

　
「
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
人
は
元
気

に
な
る
。
本
当
は
み
ん
な
法
末
に
戻
っ

て
来
た
い
ん
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
が

つ
く
り
た
か
っ
た
」
。
宿
泊
施
設
や
ま

び
こ
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
と
、
雪
の
中
、

仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
約
百
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
法
末
の
復
興
を
支
援
し
続
け
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
土
肥
英
生
さ
ん
は
、
「
法
末

の
最
大
の
魅
力
は
、
集
落
に
暮
ら
し
て

い
る
人
々
で
す
。
地
域
の
人
と
一
緒
に
、

定
住
・
交
流
・
働
け
る
場
を
考
え
て
い

き
た
い
」
と
法
末
の
再
生
に
期
待
を
寄

せ
ま
す
。
今
年
四
月
に
は
、
住
民
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
で
「
法
末
た
っ
し
ゃ

ら
会
」
を
結
成
。
棚
田
や
築
百
年
以
上

の
古
民
家
を
活
用
し
た
交
流
、
特
産
品

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
に
は
〝ぼ
ろ
や〟
で
も
都

会
の
人
に
は
古
民
家
。
地
元
で
は
気
付

か
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
、
お
客
さ
ん

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
な
が
ら
、
こ

こ
に
し
か
な
い
も
の
を
作
り
上
げ
ら
れ

れ
ば
う
れ
し
い
。
地
震
の
経
験
を
無
駄

に
し
な
い
で
、
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

97％ （
数
値
は
10
月
１
日
現
在
の
復
旧
率
）

ジュピター

（9月末日現在）


